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土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）

　

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

　

特
に
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な

く
、
梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
く
、
根
・

枝
・
果
実
様
々
な
器
官
に
多
く
利
用
さ

れ
ま
す
。毎
年
必
ず
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

排
水
対
策

　

排
水
不
良
園
・
水
田
転
換
園
等
の
園

地
で
は
、
排
水
対
策
が
必
要
で
す
。
こ

の
時
期
に
、
明
き
ょ
や
暗
き
ょ
を
実
施

し
て
下
さ
い
。
ま
た
地
下
水
位
の
高
い

場
所
等
に
つ
い
て
は
、
客
土
等
も
実
施

し
て
下
さ
い
。

黒
星
病
多
発
園

　

近
年
、
一
部
園
地
（
多
湿
園
・
気
流

が
停
滞
す
る
園
地
等
）
で
黒
星
病
が
多

発
し
ま
し
た
。

　

多
発
し
た
園
地
に
つ
い
て
は
、

・�

12
月
中
旬
頃
ま
で

　

�　

石
灰
硫
黄
合
剤　

10
倍
で
越
冬
病

斑
を
減
ら
す
。

　
（�

花
が
膨
ら
ん
で
く
る
と
薬
害
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
）

　
（
防
護
メ
ガ
ネ
・
カ
ッ
パ
・
手
袋
着
用
）

・�

3
月
中

　

黒
星
病
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

・�

4
月
中

　

ス
コ
ア
顆
粒
水
溶
剤
を
散
布
す
る
。

整
枝
・
剪
定
（
剪
定
の
順
序
）

①�

主
枝
（
1
番
太
い
枝
）
の
先
端
よ
り

行
い
ま
す
。

②
亜
主
枝
・
側
枝
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

③�
細
か
い
部
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
太
い

不
必
要
な
枝
の
間
引
き
に
心
掛
け
ま

す
。

④�

主
枝
は
2
～
3
本
・
亜
主
枝
は
主
枝

に
対
し
て
2
～
3
本
を
基
本
と
し
ま

す
。

土つくり資材（10ａ当たり）
牛糞堆肥 2,000㎏

しがらき有機 2,000㎏

ココピートオールド 60袋

ハイフミン 200㎏

アヅミン 100㎏

土壌改良剤（10ａ当たり）
苦土セルカ2号 120㎏

苦土石灰 100㎏

１年生～２年生

※�主枝は同じ場所から２本出さないように注意する。

40㎝
80㎝60

３年生～４年生

※�あまり早く、亜主枝
をとらない。
※�主枝を立てて根を
深く入れる。

50～60℃

約１m

※�主枝・亜主枝の先端の処理は必ず 
   1本にし、40㎝程度に切り返す。

主枝（切り返し）
1/3～2/3
太さに応じて

幼
木
～
8
年
生（
ポ
イ
ン
ト
）【
樹
形
づ
く
り
】

　

開
心
自
然
型
を
基
本
と
し
て
、主
枝
・

亜
主
枝
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
、
枝
の

先
端
を
下
垂
さ
せ
な
い
樹
形
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
特
に
、
同
年
枝（
車
枝
）を

整
理
し
、枝
の
切
り
返
し
に
努
め
ま
す
。

成
木
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
勢
維
持
・
高
品
質
果
実
生
産
】

成
木
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
た
生
産

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、（
樹
間
7
～

8
ｍ
・
10
ａ
当
た
り
16
～
20
本
）
を
目

指
し
密
植
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

太
い
枝
を
少
な
く
、
内
部
に
日
光
を

当
て
て
結
果
枝
を
多
く
し
、新
梢
発
生
・

2
～
3
年
枝
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
結

不必要な太枝

�主枝・亜主枝の先端を１本とし先端を
切り返す

先端を△角形に
なるよう、
剪定する。

下垂枝交叉枝

内向枝
平行枝

徒長枝
直上枝

果
枝
の
切
り
返
し
を
多
め
に
行
い
、
古

く
な
っ
た
結
果
枝
（
4
年
枝
以
上
）
は

更
新
し
ま
す
。
特
に
毎
年
着
果
の
多
い

枝
で
は
、切
り
返
し
剪
定
を
多
く
行
い
、

着
果
制
限
に
努
め
ま
す
。

①�

主
枝
の
先
端 

：
充
実
し
た
芽
ま
で
切

り
返
し
、
新
梢
の
発
生
を
促
す
。

②�

主
枝
の
確
立 

：
先
端
が
下
垂
し
て
い

る
場
合
は
徒
長
枝
を
切
り
返
し
、
新

し
い
主
枝
を
作
る
。

③�

亜
主
枝
づ
く
り 

：
第
一
亜
主
枝
は
、

主
枝
の
分
岐
部
よ
り
1
ｍ
程
度
と
す

る
。
枝
先
端
は
発
生
基
部
よ
り
下
垂

さ
せ
な
い
。

④�

同
年
枝
の
剪
除 

：
車
枝
は
樹
形
と
樹

勢
を
乱
す
た
め
、
整
理
す
る
。

⑤�

成
木
の
剪
定 

：
不
必
要
な
太
枝
（
内

向
枝
・
平
行
枝
・
下
垂
枝
･
直
上
枝
・

徒
長
枝
）
を
間
引
き
剪
定
す
る
。
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野 

菜

●
豆
類

○
抑
制
ウ
ス
イ

　

霜
が
早
い
場
所
で
は
霜
害
で
莢
が
白

く
な
り
ま
す
の
で
、11
月
中
旬
を
目
処

に
生
長
点
の
摘
芯
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

○
ハ
ウ
ス
う
す
い

　

基
本
的
に
、
12
月
ま
で
発
生
す
る
側

枝
は
除
去
し
て
下
さ
い
。
１
m
当
た
り

20
本
程
度
に
な
る
よ
う
整
枝
し
て
下
さ

い
。

○
キ
ヌ
サ
ヤ

　

整
枝
本
数
が
20
～
25
本
に
な
る
よ
う

に
整
枝
し
、
倒
伏
さ
せ
な
い
よ
う
支
柱

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
下
さ
い
。
整
枝
し
た

場
合
は
、
収
穫
サ
イ
ク
ル
が
早
く
な
り

ま
す
の
で
、
収
穫
遅
れ
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

草
勢
調
整

　

開
花
数
が
多
く
な
る
と
着
莢
が
多
く

な
り
、
草
勢
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
適
期
収
穫
、
追
肥
を
行
い
草
勢

の
維
持
に
努
め
て
下
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

　

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
の
時
期
と
な
り
ま

す
。
早
期
被
覆
は
草
勢
低
下
の
要
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
11
月
下
旬
か
ら
の
被

覆
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
覆
後
は
換
気
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト
類

黄
化
葉
巻
病
に
つ
い
て

今
年
度
、
一
部
地
域
で
は
黄
化
葉
巻

病
の
発
生
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
黄
化
葉
巻
病
対
策
と
し
て
、
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
類
の
薬
剤
散
布
を
行
い
、
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

露
地
栽
培
、
雨
よ
け
栽
培
で
は
、
ま

も
な
く
栽
培
が
終
了
し
ま
す
が
、
終
了

後
そ
の
ま
ま
残
渣
を
放
置
し
ま
す
と
、

隣
接
圃
場
へ
の
被
害
拡
大
の
原
因
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
終
了
後
は
薬

剤
散
布
、
雨
よ
け
に
つ
い
て
は
薬
剤
散

布
と
と
も
に
、
ハ
ウ
ス
の
締
め
込
み
を

行
っ
た
あ
と
、
速
や
か
に
後
片
付
け
を

行
っ
て
下
さ
い
。

黄
化
葉
巻
病
が
発
病
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
株
元
か
ら
切
断
又
は
引
き
抜

き
、
土
中
へ
埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

で
密
閉
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
へ
出
す
な
ど

適
正
に
処
理
し
て
下
さ
い
。

　
①
草
勢

　

8
、
9
月
定
植
の
圃
場
で
は
収
穫
が

本
格
的
に
始
ま
っ
て
き
ま
す
。
着
果
が

進
む
と
、
草
勢
も
落
ち
る
た
め
、
摘
果

（
花
）
作
業
を
中
心
に
草
勢
の
維
持
に

努
め
て
下
さ
い
。

②
追
肥

草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
穴
肥
を
中
心

に
施
用
し
て
下
さ
い
。

③
誘
引

光
を
確
保
す
る
た
め
に
低
温
期
の
誘

引
角
度
は
や
や
高
め
と
し
、
着
果
位
置

を
少
し
で
も
高
い
場
所
へ
持
っ
て
く
る

よ
う
調
整
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
葉
や

果
実
に
光
が
当
た
る
よ
う
に
、
誘
引
間

隔
も
き
っ
ち
り
開
け
ま
し
ょ
う
。

④
病
害
虫
対
策

昨
年
、
う
ど
ん
こ
病
や
葉
か
び
病
の

発
生
が
大
変
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
う
ど
ん
こ
病
や
葉
か
び
病
の

発
生
が
既
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ウ

ス
を
閉
め
始
め
る
と
病
気
の
発
生
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
こ
ま
め
な
摘
葉
や
予
防

的
な
薬
剤
散
布
な
ど
早
め
の
対
策
を
行

っ
て
下
さ
い
。

 

農
薬
情
報

サ
ン
マ
イ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
が
12
月
上

旬
を
も
っ
て
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

登
録
が
削
除
さ
れ
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

・�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
1
本
と
し
、

必
ず
切
り
返
す
。

・�
側
枝
は
3
年
以
上
結
果
す
る
と
、
枝

が
黒
ず
ん
で
先
端
の
み
に
結
果
す
る

た
め
、
新
し
い
緑
色
の
側
枝
に
更
新

す
る
。

・�

枝
の
先
端
を
切
り
返
し
て
、
結
果
枝

の
増
加
を
図
る
。

樹
勢
の
弱
い
樹
の
剪
定

　

徒
長
枝
の
発
生
が
少
な
く
、
細
か
い

枝
が
多
い
樹
勢
の
弱
っ
た
樹
は
、
切
り

返
し
剪
定
や
切
り
戻
し
剪
定
に
よ
り
、

若
い
枝
を
発
生
さ
せ
、
樹
勢
回
復
と
大

玉
果
づ
く
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

＊�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
切
り
戻
し

剪
定
し
、
側
枝
の
よ
う
な
細
か
い
枝

も
2
分
の
1
程
度
に
切
り
戻
し
、
剪

定
し
て
樹
勢
の
回
復
に
努
め
て
下
さ

い
。
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●
ピ
ー
マ
ン

　

ピ
ー
マ
ン
は
生
育
初
期
の
草
勢
が
大

切
で
、
出
来
る
だ
け
徒
長
さ
せ
ず
年
明

け
ま
で
に
生
長
点
が
誘
引
の
横
線
ま
で

到
達
さ
せ
、
節
数
を
確
保
出
来
る
よ
う

に
強
目
の
誘
引
で
草
勢
の
維
持
に
努
め

て
下
さ
い
。

追
肥

　

マ
ル
チ
被
覆
前
に
施
用
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、ま
だ
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

Ｖ
Ｓ
ゆ
め
を
9
袋
／
10
ａ
施
用
し
て
下

さ
い
。

潅
水

　

多
量
潅
水
、
窒
素
成
分
の
高
い
液
肥

は
根
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

少
量
潅
水
で
樹
の
状
態
に
合
わ
せ
て
間

隔
と
量
を
調
整
し
て
下
さ
い
。

　

液
肥
は
窒
素
成
分
の
低
く
吸
収
の
良

い
物
を
冬
中
は
使
用
し
、
出
来
る
だ
け

根
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
ス

　

追
肥
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
楽
エ
コ

又
は
、
バ
イ
ト
ゲ
ン
1
号
い
ず
れ
か
を

4
袋
／
10
ａ
で
施
用
し
て
下
さ
い
。

　

樹
勢
に
つ
い
て
は
、
花
の
柱
頭
や
ト

ゲ
の
強
さ
を
見
て
判
断
し
、
樹
勢
の
維

持
に
努
め
て
下
さ
い
。

加
温
作
物
の
保
温
準
備

　

間
も
な
く
本
格
的
な
冬
場
の
管
理
が

始
ま
り
ま
す
。

　

急
激
な
気
象
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
早
め
に
二
重
被
覆
資
材
や
加
温
機

の
ダ
ク
ト
等
の
準
備
を
進
め
て
下
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

　

保
温
で
大
切
な
事
は
、
ハ
ウ
ス
の
密

閉
度
を
上
げ
る
事
で
す
。
も
う
一
度
ハ

ウ
ス
周
囲
を
確
認
し
、
被
覆
資
材
に
破

損
は
な
い
か
、
隙
間
が
な
い
か
確
認
し

て
下
さ
い
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

防
除
薬
剤

出
蕾
時
に
降
雨
が
多
い
と
、病
気（
組

織
内
べ
と
病
や
黒
腐
れ
病
等
）
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

下
さ
い
。

収
穫
時
期
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

も
う
少
し
の
間
、
気
を
緩
め
ず
栽
培
管

理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

追
肥
は
、
花
蕾
が
少
し
見
え
始
め
た

頃
に
千
代
田
化
成
等
で
、
10
ａ
当
た
り

2
袋
程
度
施
用
し
て
下
さ
い
。

収
穫

　

し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫
し

ま
し
ょ
う
。
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫前日数／使用回数

ヨトウムシ
コナガ

コテツフロアブル 2000倍 前日／2回

フェニックス顆粒水和剤 2000～4000倍 前日／２回

プレバソンフロアブル５ 2000倍 前日／3回

軟腐病 Zボルドー 500倍 －

べと病

ランマンフロアブル 2000倍 3日/3回

ダコニール1000 1000倍 出蕾前但し、収穫21日前
／2回以内

フォリオゴールド 1000倍 出蕾前但し、収穫21日前
／2回以内

●
キ
ャ
ベ
ツ

※�

追
肥
は
生
育
に
応
じ
て
、
そ
の
時
々

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

又
は　

千
代
田
化
成　

　

2
袋
／
10
ａ

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫日数／回

ヨトウムシ
コナガ

トレボン乳剤 1,000～2,000倍 3日／3回

コテツフロアブル 2,000倍 前日／2回

フェニックス顆粒水和剤 2,000～4,000倍 前日／３回

アファーム乳剤 1,000～2,000倍 前日／３回

プレバソンフロアブル５ 2,000倍 前日／3回

軟腐病 Zボルドー 500倍 －

べと病 フォリオゴールド 800～1,000倍 14日／2回

※病害虫の発生が見られたら、速やかに防除するよう心掛けましょう。

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

植
え
付
け
後
、
結
球
が
始
ま
る
こ
ろ

ま
で
に
追
肥
や
中
耕
、
土
寄
せ
、
防
除

を
2
～
3
回
行
い
ま
す
。
追
肥
は
畝
の

肩
に
施
し
て
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。
水

は
け
の
悪
い
所
で
は
、
高
畝
に
し
て
過

湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

降
雨
が
続
く
と
黒
腐
れ
病
、細
菌
病
、

軟
腐
病
等
の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、

適
期
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�発想力がさえ、素晴らしいプランやアイデアがひらめくはず。忘れないうちにメモしておくとのちのち役立ちます　
【健康運】疲労を蓄積しやすいよう。適度な休息を　【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ天秤座 9/23～

10/23

14あぐりガイド

　

施
設
栽
培
品
目
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

切
れ
な
い
、汚
れ
た
ハ
サ
ミ
で
の
採
花

は
、切
り
花
品
質
の
低
下
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、綺
麗
な
良
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
を
使

用
し
て
下
さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

　

採
花
に
つ
い
て（
特
に
ピ
ン
ク
・
黄
色

等
の
株
枯
れ
の
し
や
す
い
品
種
）は
薬
剤

が
か
か
り
や
す
い
よ
う
に
茎
を
高
め
に

残
す
よ
う
行
い
、採
花
後
は
灰
色
か
び
病

の
防
除
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。ま
た
、

換
気（
ハ
ウ
ス
内
湿
度
）に
注
意
し
灰
色

か
び
病
の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

春
の
お
彼
岸
ま
で
に
出
来
る
だ
け
多

く
採
花
を
行
う
た
め
に
は
、
早
め
か
ら

加
温
を
行
い
生
育
（
芽
吹
き
）
を
促
進

さ
せ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
草
勢
を
見
な
が
ら
追
肥
を
行

っ
て
下
さ
い
。（
早
生
系
の
品
種
に
つ

い
て
は
、
株
疲
れ
を
起
こ
し
や
す
い
た

め
、
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
）

●
カ
ス
ミ
草

開
花
時
期
の
潅
水
は
花
首
の
伸
び
に

影
響
が
あ
り
ま
す
が
、控
え
過
ぎ
る
と
ア

ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
や
枝
の
充
実
に
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、発
蕾
時
は
潅
水
を

控
え
採
花
時
期
に
は
徐
々
に
潅
水
を
行

う
イ
メ
ー
ジ
で
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
開
花
時
期
の
蒸
し
込
み
（
ハ

ウ
ス
内
湿
度
）
は
花
首
を
伸
ば
す
等
、

品
質
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
開
花

の
遅
れ
に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、
換
気

を
十
分
に
行
っ
て
日
中
の
温
度
の
上
昇

に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。
し
か
し
直
接

生
風
を
当
て
る
と
、
ア
ン
ト
シ
ア
ン
が

発
生
し
や
す
く
、
花
色
、
茎
色
が
黒
く

（
赤
く
）
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
ハ
ウ

ス
北
側
の
開
閉
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

加
温
に
つ
き
ま
し
て
は
開
花
の
促

進
、
昼
夜
温
の
温
度
差
（
ハ
ウ
ス
内
湿

花
き
類

度
）
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
開
花
が

始
ま
れ
ば
、
日
中
の
温
度
も
参
考
に
し

て
昼
夜
温
の
差
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、ロ
ゼ
ッ
ト
防
止
、伸
長
促
進
の

た
め
電
照
を
行
い
ま
す
が
、年
明
け
後
の

採
花
分
に
つ
い
て
は
、開
花
期
ま
で
電
照

し
て
お
く
と
徒
長
し
や
す
く
な
り
、ボ
リ

ュ
ー
ム
不
足
に
繋
が
り
ま
す
の
で
生
育

に
応
じ
て
消
灯
し
て
下
さ
い
。

●
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー

草
勢
を
つ
け
る
た
め
に
側
芽
や
巻
き

ひ
げ
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
整
理

し
て
下
さ
い
。

切
り
花
目
的
の
た
め
に
花
を
残
し
て

い
く
の
は
草
勢
が
安
定
し
て
か
ら
行

い
、
草
勢
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。
目
安
と
し
て
は
3
～
4

節
の
葉
の
大
き
さ
が
同
じ
程
度
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

●
千
両

も
う
す
ぐ
収
穫
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
近
年
は
11
月
に
つ
い
て
も
害

虫
の
発
生
（
食
害
）
が
多
い
た
め
注
意

し
て
下
さ
い
。
着
色
が
始
ま
れ
ば
計
画

的
に
採
花
し
、
切
り
取
っ
た
後
は
慎
重

に
運
搬
、結
束
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
水
揚
げ
は
綺
麗
な
水
で
行
っ

て
下
さ
い
。

●
な
の
は
な

�
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

な
の
は
な
は
肥
料
を
多
く
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
追
肥
し
ま
し
ょ

う
。
追
肥
は
生
育
に
応
じ
て
、
切
ら
す

こ
と
な
く
そ
の
時
々
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

2
袋
／
10
ａ

　

水
は
け
の
悪
い
所
で
は
、
高
畝
に
し

て
過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
風
の
強
い
と
こ
ろ
は
株
が
倒
れ
や

す
い
の
で
、
土
寄
せ
を
し
っ
か
り
行
っ

て
下
さ
い
。

病害虫名 薬剤名 倍数 収穫日数／回

コナガ
アディオン乳剤 2,000倍 14日／3回

フェニックス顆粒水和剤 2,000～4,000倍 前日／２回

ヨトウ
ムシ

アファーム乳剤 1,000～2,000倍 7日／2回

コテツフロアブル 2,000倍 3日／2回

軟腐病 Zボルドー 500倍 －

べと病 ダコニール1000 1,000倍 出蕾前　但し
21日前／3回

●
ス
イ
カ
種
苗
の
申
込
に
つ
い
て

　

豆
類
、
花
き
、
よ
う
菜
等
、
他
品
目

と
の
連
携
に
よ
り
計
画
生
産
、
計
画
販

売
を
行
い
面
積
拡
大
、
有
利
販
売
を
目

指
し
て
い
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
苗
の

注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

苗
の
注
文
書
に
つ
い
て
は
、
11
月
に

注
文
書
を
配
布
致
し
ま
す
の
で
ご
記
入

の
上
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
苗
の
追
加
注
文
に
つ
い
て
は

種
苗
会
社
の
理
由
、優
良
苗
入
荷
、計
画

生
産
、計
画
販
売
の
観
点
か
ら
受
付
で
き

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、計
画
的

に
早
め
の
注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】ゆったり過ごせる、心穏やかな期間。趣味や習い事に励むなど、プライベートの充実を図ると手応え十分　
【健康運】食生活を正すことで体調にも好影響が　【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン蠍　座10/24～

11/22

15 インフォメーション

今年、各地区で変色米が見受けられました。原因と対策について、お知らせいたします。
○変色米の原因…Epicoccum属（病原菌）

カビの一種で、日本全国に分布しています。様々な植物表面に常在しており、枯草や枯葉を分解する腐生的な
生活を送っています。環境条件が整うと作物に日和見的に感染する場合があり、イネにせいもち病やオオムギ黒
点病などの病原菌として知られています。また、食品に発生して問題化する場合もあります。

特徴的な橙赤色の色素を生産し、これが残留することで稲の変色米（紅変米）などを引き起こします。赤かび
（Fusarium 属）などとは異なり、カビ毒を作らないため、汚染された食品を摂取することで致命的な食中毒を
引き起こすことはありません。

生育適温は 14 ～ 23℃とやや低めで、稲では 8 ～ 9 月に低温多雨が続く年に多発するとされます。発生自体
は散発的です。畦畔雑草や稲わら、稲の下部枯死葉の上で形成された胞子が飛散して、開花中の籾や成熟中の籾
表面の傷などから侵入することで発病します。割れ籾や風水害による傷みなどがあるとさらに発生確率が上がる
とみられています。ただし、開花中に感染した場合でも、籾がある程度成熟するまで増殖しないため、病徴が現
れるのは出穂後 30 日以上してからとされます。発生時には籾の褐変を伴う場合があるので、発生が懸念される
年には褐変穂の発生に注意し、必要に応じて試し刈りをして発生状況の確認を行います。

○対策について
稲の栽培条件下でごく普通にみられる菌なので、圃場から完全に取り除くことは困難です。対策としては以下

のことが挙げられます。
①水田周りの除草

　�開花時の胞子飛散を減らすために、出穂1ヶ月前までに畦畔雑草を刈り取り、圃場外に持ち出すと効果が高い。
②防風ネットや防風垣の設置
　�　強風がよく吹く圃場ではこれらの対処により風の擦れによる傷みを抑えることができる。また、胞子の飛散

を抑える効果も期待できる。
③出穂～成熟期の薬剤防除
　�　ブラシンやトップジンが Epicoccum 属に適用があるので、これらの薬剤でいもち病等との同時防除を行う。
④適期刈り取り
　�　Epicoccum 菌に感染した状態で刈り遅れると、症状の重症化や感染の拡大につながるので適期刈り取りを

心掛ける。
⑤収穫～貯蔵時の濡れの回避
　�　感染籾の濡れている時間が長くなるほど病状の進展が早くなるので、降雨時の収穫は避け、収穫後は速やか

に通風・乾燥を行う。
⑥ケイ酸質資材の投入
　�　植物体のケイ酸含有率を高めることで、変色米に限らず病虫害の発生軽減につながるので、予防としてケイ

酸質資材の投入が推奨される。
⑦発生圃場の種もみを利用しない
　�　発生圃場の種もみは既に菌が感染しているリスクが高いので、基本的には利用しない。どうしても利用する

場合はベンレート等により種子消毒を徹底する。

今年産水稲における変色米について
営農指導課からのお知らせ

【褐変穂】 【褐変籾】



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�前向きになれる予感。過去に駄目だったことも今度は成功させられそう。クリエーティブな活動にも幸運あり　
【健康運】血行促進を図れば、さらに好転の兆し　【幸運を呼ぶ食べ物】タラ射手座11/23～

12/21

16インフォメーション

各項目について、詳しくはお電話にて
お問い合わせ下さい。

直売所
パート・アルバイト
募集！

梅加工場
パート・アルバイト
募集！

JA の直売所『ほんまもん』、『フレッシュマート』
へ出品いただける方を募集しています。

直売所利用会
会員募集！
農産物を出品して
みませんか？

「私たちと一緒に出品しましょう！」
直売所利用会　片山会長（右）、上野副会長（左）

加工直販課からのお知らせ

【お問い合わせ先】JA紀州　加工直販課　☎0739―72―4387



12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�安定期。縁の下の力持ち的役割でも、快くこなせるでしょう。誰にでも親切にできるので、自然と人気運アップへ　
【健康運】ゆったりすることで調子が上向きます　【幸運を呼ぶ食べ物】レモン山羊座12/22～

1/19

17 インフォメーション

○
協
議
事
項

（
1
）�

個
人
情
報
保
護
に
係
る
規
程
類
の

新
設
・
改
正
に
つ
い
て

（
2
）
資
産
査
定
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

（
3
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

（
4
）
大
口
貸
付
契
約
に
つ
い
て

（
5
）�

和
歌
山
県
常
例
検
査
に
お
け
る
指

摘
事
項
回
答
に
つ
い
て

　

協
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

○
報
告
事
項		



①　

�

平
成
27
年
度
9
月
末
仮
決
算
結
果

に
つ
い
て

②　

�

平
成
27
年
度
9
月
末
組
合
員
加
入

脱
退
状
況
に
つ
い
て

③　

�

職
務
権
限
表
の
見
直
し
に
つ
い
て

④　

�

資
産
査
定
要
領
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
正
に
つ
い
て

⑤　

�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

に
つ
い
て

⑥　

�

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑦　

�

第
1
次
中
期
3
ヶ
年
計
画
の
中
間

報
告
に
つ
い
て

⑧　

�

金
融
円
滑
化
管
理
委
員
会
報
告
に

つ
い
て

⑨　

�

平
成
27
年
度
9
月
末
延
滞
購
買
未

収
金
に
つ
い
て

平
成
27
年
度

第
7
回 日 

時 

： 

平
成
27
年
10
月
29
日

場 

所 

： 

Ｊ
Ａ
本
店
3
階　

『言　葉』
人っていいな
「こんにちは」
「ありがとう」
「ごめんなさい」
たったひとことで気持ちがつたえられる

人ってこわいな
悪口ひとつで相手を傷つけてしまう

人ってすごいな
言葉を使えるのは人だけ
ぼくは、人にうまれてよかった
ぼくも言葉を大切に使える人になりたい。

人
こころのうた
権の詩2014　知事賞　小学生の部

『言葉』　橋本市応其小学校6年（当時）　清田　将平さん
（公財）和歌山県人権啓発センター

『人権』について
考えましょう！

御坊税務署からのお知らせ

日　　　時 会　　　場

平成27年11月24日（火）
13：30～15：30

JA紀州アグリセンター
みなべ

平成27年11月26日（木）
13：30～15：30 御坊市民文化会館

◎年末調整説明会の開催日程について

毎年、11月11日～17日は、
「税を考える習慣」です。
今年のテーマは『税の役割と
税務署の仕事』です。

「人権」とは、何でしょうか。人権は、人

間であれば誰もが持っている権利です。

人権問題は特定の人の問題ではなく、み

んなの問題、あなた自身の問題です。

「人権を考える強調月間」にあたり、人

権について書かれた子どもの詩をご紹介

します。

人権を考える強調月間
11月11日～12月10日



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがきまたは
FAX（0738-32-7140）にてご応募
下さい。
　皆様からお寄せいただいたおたより、
感想等は広報誌・HP上に掲載させて頂
く場合がございます。その際は市町村・
イニシャルを使用させて頂きます。ご了
承下さい。

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�興味のあることに意識を向けると新しい発見や出会いに恵まれそう。ネットやメールを通じた情報収集にもツキ　
【健康運】体力増強に向いています。運動を始めて　【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ水瓶座 1/20～

2/18

18読者の広場

1 7 17 20

2 15

3 13

8 11 18

4 12 19 21

9 16

6 14

10

B

５

A

E

D

C

　環那ちゃんは弟の面倒も見るしっかり者のお姉ちゃん。
歌うのが好きで、色んな曲を覚えて、家でもよく歌ってい
ます。また、幼稚園ではうんていを頑張っています。
　唯偉くんは車や電車が大好き。おもちゃで遊んだり、図
書館で乗り物の絵本を借りてきて、名前を覚えています。
　ふたりは一緒におままごとをして遊んだり、とても仲良
しです。いつか家族でディズニーランドに行きたいと思っ
ています。
　ご家族は「ふたりとも優しく、思いやりのある人に育っ
てほしいです」と話します。

湯川町富安

ご両親
玉置　亘さん、枝里さん

玉置　環
かん

那
な

ちゃん（5才）
　　　唯

ゆう

偉
い

くん（3才）

我が家のア
イド

ル！
！

●先月号の答えは
 「ツルシガキ」でした

ミニトマト
「赤糖房」
プレゼント!

●締切　
11月30日（月）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

① �書籍の本文の前に入れられるイラ
スト

④ �火消しが火事場で振りました
⑦ �お通し、先付けということもあり

ます
⑨ �100 なら 3、1000 なら 4
⑩ �リンゴを丸かじりすると残ります
⑪ �カレンダーや手帳に書き込みます
⑬ �サケやマスの卵の塩漬け
⑮ �昨日、今日、──
⑯ �カヤなどを編んで作った雨具
⑰ �太陽や月が輝く所
⑱ �かかとのすぐ上にある出っ張り
⑳ �版木に載せた紙を上からこする道

具
 �領収書に収入──を貼った

① �枕元につるしてサンタクロースを待ち
ます

② �クリスマスイブにフライド──を食べ
た

③ �切って植木の形を整えます
⑤ �時刻を知るために見ます
⑥ �スキーヤーが足に着けるもの
⑧ �ダイニングテーブルのこと
⑫ �地図記号は卍
⑬ �──の上にも三年
⑭ �肉はぼたんと呼ばれます
⑮ �気象用語では、ひょうより小粒な物を

指します
⑯ �運転免許証や保険証で証明することも
⑰ �年越しに付きものの麺類
⑲ �── 16 世はマリー・アントワネット

の夫

二重マスの文字を A ～ E の順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

21

正解者の中から抽選で５名の方に、

■ヨコのカギ■タテのカギ



【全体運】�プレッシャーを感じやすい時期。独断で動くと、一人で空回りする結果に。周囲との連携プレーを大事にして　
【健康運】体を冷やすのは×。動いて温めると吉　【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

12月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

19 ふれあいコーナー・表紙紹介

さ
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琉星くんはトラックが大好き。今はひ
らがなを練習中です。

壱星くんは忍者にはまっていて、剣を
持って毎日忍者の修行をしています。

星々華ちゃんは食べることが好きで、
食卓にご飯が並ぶといち早く「ハー
イ！」と返事をして、いすに座って食べ
るのを待っています。

表紙紹介

「花 リンピック」、JA 紀州
女性会の年行事として、第 2
回目を開催することが出来ま
した。継続することが大事で
あり、その中でマンネリ化し
ないよう、毎年、試行錯誤し
ながら皆さんに楽しんでもら
えるように企画します。笑顔
でふれあうことが人と人との
距離を縮める一番の魔法だと
思っています。

編集後記

木
き

内
ない

　琉
りゅう

星
せい

くん（5才）
　　　壱

いっ

星
せい

くん（4才）
　　　　星

ら

々
ら

華
か

ちゃん（1才8ヵ月）

�ご両親からのメッセージ
　生まれてきてくれて、ありがとう！兄妹 3 人それぞれに優しく大きく元気に
育ってほしいなっ！

由良町畑

川
　
柳

「
移
動
ス
ー
パ
ー
・
と
く
し
丸
」
事
業
ス
タ
ー

ト
素
晴
ら
し
い
で
す
。超
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

買
物
困
難
で
困
っ
て
い
る
人
は
大
勢
お
ら
れ
ま

す
。
地
域
の
見
守
り
と
合
わ
せ
て
、
活
躍
さ
れ
る

事
期
待
し
て
い
ま
す
!!�

（
日
高
川
町　

H
・
K
）

「
移
動
ス
ー
パ
ー
・
と
く
し
丸
」
高
齢
者
の
ひ

と
り
住
ま
い
で
買
物
に
出
か
け
ら
れ
な
い
方
に
と

っ
て
は
、
見
て
触
っ
て
選
べ
る
の
は
と
て
も
素
敵

な
事
で
す
ね
。�

（
由
良
町　

K
・
T
）

◎
10
月
27
日
か
ら
、「
と
く
し
丸
」
2
号
車
が
出

発
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
、
安
心
と
買
物
の

楽
し
み
を
届
け
ま
す
。

涼
し
い
と
い
う
よ
り
、
朝
夕
は
寒
く
な
り
今
回

（
10
月
号
）
の
答
え
「
吊
る
し
柿
」
の
作
る
季
節

が
近
付
き
、
正
月
近
し
、
一
年
過
ぎ
行
く
速
さ
に

目
を
丸
く
し
て
い
る
所
で
す
。
昔
は
今
頃
よ
り
各

戸
で
串
柿
を
作
り
、
正
月
飾
り
に
使
っ
て
い
ま
し

た
。今
は
子
供
の
頃
の
懐
か
し
き
想
い
出
で
す
ね
。

（
印
南
町　

E
・
A
）

◎
秋
か
ら
冬
へ
…
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も

の
で
す
ね
。
吊
る
し
柿
、
最
近
で
は
見
か
け
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

紀
州
農
語
り
「
ゆ
ら
早
生
」
を
読
ん
で
、
お
い

し
い
由
良
の
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

ご
努
力
の
お
か
げ
で
す
ね
。�（
日
高
町　

K
・
S
）

◎�

こ
れ
か
ら
も
、生
産
者
の
皆
様
の
努
力
や
工
夫
を
、

「
紀
州
農
語
り
」で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご

愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！

俳
　
句

短
　
歌



この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。 20

JA Kishu
COOKING

vol.019

さつまいも（正味）……300ｇ
玉ねぎ…………………150ｇ
バター…………………大さじ2
ご飯……………………大さじ1
水………………………500㎖

牛乳………………400㎖
固形コンソメ……2個
塩・こしょう……少々
お好みでクルトンなど　
……………………適量

＊ 材 料 ＊

さつまいものやさしい味わいで、
ほっと温まるポタージュです。
さつまいもの代わりに、じゃが
いもやかぼちゃでも美味しい
ポタージュができますよ♪

女性会ひだかブロ
ック

大畑　秀美さん

さつまいものポタージュ

❶

❹

❷

❺

❸

❻

＊ 作 り 方 ＊

さつまいもと玉ねぎは皮をむい
て、薄切りにしておく。

水、固形コンソメを加え、野菜が
柔らかくなるまで煮込む。

鍋にバターを溶かし、玉ねぎ、さつ
まいもをこがさないように炒める。

柔らかく煮えたら、ミキサーにか
ける。

野菜がしんなりしてきたら、ご飯
を加える。

⑤を鍋に戻し、牛乳を加え温める。
塩・こしょうで味を調える。

ぽん！
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